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（市町村向け）
ペット連れ避難者受入マニュアル例


本マニュアルは作成例であり、内容が唯一の正解となるものではありません。
各市町村において、地域の実情や避難所の状況等を踏まえ、必要な項目の追加や内容の修正を行い、より実践的なマニュアルとして整備されることを想定しています。
福島県食品生活衛生課






〇〇市町村
令和〇年〇月作成

第１　基本方針
· 災害時におけるペットの飼育管理は、飼い主の責任による「自助」を基本とする。
· 一方で、被災者支援及び地域の公衆衛生確保の観点から、被災した飼い主が避難生活下においてもペットを適切に飼育管理できるよう支援を行う。

第２　避難所でのペットの受入
１　ペット受入避難所
受入可能な避難所は以下のとおり。（別添「避難所平面図」参照）
	No.
	避難所名称
	避難所所在地
	受入可能頭数

	１
	
	
	

	２
	
	
	

	３
	
	
	



２　受入対象動物
(1) 受入可能な動物
避難者が飼育している犬や猫などの小型の哺乳類、鳥類、爬（は）虫類であり、以下の条件を満たすものとする。
· 飼い主が責任をもって飼育管理できること。
· 飼い主がケージ、キャリーケース等を用意していること。
· ケージ等を用意していない場合であっても、代替手段により他の避難者や動物に危害を加えない状態で管理できること。
· 基本的なしつけがなされていること。

(2) 受入不可の動物
　次に掲げる動物は受入の対象外とする。
· 特定動物（ワニガメ、ニシキヘビ等）
· 特定外来生物（カミツキガメ等）
· 牛、馬等の大型動物
· 多数の動物や特別な設備が必要な動物等、避難所での管理が困難な動物
· 野良犬、野良猫等の所有者のいない動物

３　ペットの飼育スペース
· ペットは、原則として避難所内に設けた専用飼育スペースにおいて飼育するものとし、人の居室への持込みは認めない。
· ただし、身体障害者補助犬法に規定する身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬及び聴導犬）はペットとして扱わず、要配慮者支援の観点から飼い主との同室利用を原則とするが、
他の避難者に動物アレルギーがある場合は、必要に応じて次の対応を行う。
· 補助犬利用者とアレルギーを有する避難者の居住スペースを分離する。
· 双方の動線が交差しないよう配慮する。
· 別室又は室内テント等を活用して生活空間を区分する。


４－1　避難所運営の流れ（スターターキットを用いない場合）
　　　（担当者名）　　　は、次のとおりペット連れ避難者の受入を行う。

	①ペット飼育スペース設置 
↓
②ペット連れ避難者の受付設置
↓
③ 受付開始
・避難者に、「避難所ペット登録台帳【様式１】」「被災動物受付票【様式２】」
を記入してもらう
　・避難者に、「避難所におけるペット飼育管理ルール」を配布する
・避難者に「ペットの名札カード【様式３】」を配布する
↓
④ペット関連掲示板設置
↓
⑤災害対策本部への報告



① ペット飼育スペースの設置
・ペット専用飼育スペースを設置する。
・犬、猫、その他の動物種ごとにエリアを区画する。
　（区画の例：部屋分け、パーテーションや下駄箱などの目隠しで区分け）
・区画が難しい場合は、動物種ごとにできる限り距離を取ることで対応する。
・給水や食器洗浄のための給水場所、排泄場所及び廃棄物保管場所を設置する。
② ペット連れ避難者の受付設置
・事故防止のため、一般の避難者の動線と可能な限り交錯しない位置に、ペット連れ避難者用の受付を設置する。
③ 受付開始
・避難者に「避難所ペット登録台帳【様式１】」及び「被災動物受付票【様式２】」を
記入してもらう。
・避難者に対して「避難所におけるペット飼育管理ルール」を配布する。
・避難者に対して「ペットの名札カード」を配布し、ケージ等の見やすい場所に掲示し
てもらう。
・避難者をペット飼育スペースへ案内し、飼育場所を指定する。
④ ペット関連掲示板の設置
・ペット飼育スペース付近に「ペット関連掲示板」を設置する。
・避難所におけるペット飼育管理ルールを掲示する。
・物資配布、連絡事項、注意事項等を随時掲示する。
⑤ 災害対策本部への報告
・ペット連れ避難者の受入れについて災害対策本部へ報告する。 
・「避難所ペット登録台帳【様式１】」及び「被災動物受付票【様式２】」を基に、（担当課）を通じて福島県動物愛護センターに受入動物の種類、頭数について情報提供する。
・（担当課）を通じて福島県動物愛護センターに必要な飼育資材（ケージ等）及び支援物資（エサ、ペットシーツ等）を要請する。
・報告及び支援要請のタイミングは以下のとおりとする。
· 避難所開設時
· 受入頭数の大幅な増減、咬傷事故の発生、感染症の疑い等、支援又は対応が必要となる事案が発生した場合
· 避難所閉鎖時


４－２　避難所運営の流れ（スターターキットを用いる場合）
　　　（担当者）　　及びペット飼い主は、次のとおりペット連れ避難者の受入を行う。

	① （担当者）
スターターキットを避難してきた飼い主に配布し、ペット飼育スペースの開設、受付、運営について協力をお願いする。
↓
② 避難してきた飼い主
スターターキットを用いて以下の作業を行う
　　・ミッション１：ペットの仮置き場を決める
　　・ミッション２：ペットの飼育スペースをレイアウトする
　　・ミッション３：ペット受付を設置する…

　　

↓
③ （担当者）
災害対策本部への報告



① （担当者）スターターキットの配布
・スターターキットを避難してきた飼い主に配布し、ペット飼育スペースの開設、
受付、運営について協力をお願いする。
・スターターキットの保管場所は別添施設平面図を参照すること。
② 避難してきた飼い主ペット飼育スペースの開設、受付、運営
・スターターキットに同封されているミッションカードの指示に従い、ペット飼育スペ
ースの開設、受付、運営に必要な作業を行う。
　  ・必要な物資はスターターキットに同封されているが、作業していく中でさらに必要な物資を飼い主から求められた場合は、（担当者）は可能な限り対応する。
③  （担当者）災害対策本部への報告
・ペット連れ避難者の受入れについて災害対策本部へ報告する。 
・「避難所ペット登録台帳【様式１】」及び「被災動物受付票【様式２】」を基に、（担当課）を通じて福島県動物愛護センターに受入動物の種類、頭数について情報提供する。
・（担当課）を通じて福島県動物愛護センターに必要な飼育資材（ケージ等）及び支援
物資（エサ、ペットシーツ等）を要請する。
・報告及び支援要請のタイミングは以下のとおりとする。
· 避難所開設時
· 受入頭数の大幅な増減、咬傷事故の発生、感染症の疑い等、支援又は対応が必要となる事案が発生した場合
· 避難所閉鎖時


第３　ペット関連トラブルへの対応
· ペットの飼育管理は飼い主の責任において行うことを原則とする。
· ペットに関するトラブルが発生した場合は、まず飼い主に対応を求めるものとし、飼い主のみでの対応が困難な場合は、避難所運営者が必要な支援を行う。
· また、専門的な対応が必要な場合には、福島県動物愛護センターに相談し、その指導又は助言を受けるものとする。
(1)　主なトラブルと対応例
	トラブル
	対応例

	鳴き声・騒音
	・飼い主へ改善を依頼する。
・ペット飼育スペースを人の居住スペースから離す。
・ケージに布を掛けるなど遮音対策を行う。
・ストレス軽減のため、適度な運動や散歩を促す。

	臭い・衛生問題
	・飼い主にペット飼育スペースの清掃を依頼する。
・必要に応じて次亜塩素酸ナトリウム等の消毒剤を配布する。
・ペット用シャンプー、ペット用ウェットティッシュ、ペットシーツ、オムツ、消臭スプレー等の衛生用品の支援を要請する。

	動物アレルギー
	・ペット飼育スペースを人の居住スペースから十分離れた場所に設置する。
・ペット飼育スペースへの動線と一般避難者の動線を分離する。
・ガムテープや粘着クリーナー等により衣類に付着した毛を除去するよう周知する。

	咬傷・けが事故
	・受傷者の応急手当を行い、必要に応じて医療機関へつなぐ。
・事故発生状況を記録する。
・加害動物の飼育環境を見直し、再発防止措置を講じる。
・福島県動物愛護センターへ情報提供を行う。

	放し飼い
	・飼育管理ルールを再度説明する。
・必要に応じて飼育スペースを変更する。
・改善が見られない場合は福島県動物愛護センターへ相談する。

	病気・感染症
	・感染症が疑われる動物を隔離する。
・換気、消毒等を徹底し感染拡大を防止する。
・福島県動物愛護センターへ情報提供し、必要な対応について相談する。



(2)留意事項
ア　動物アレルギーへの配慮
動物アレルギーへの対応においては、アレルギーを有する避難者とペットとの距離を十分に確保することを基本とする。避難してきたペットを一律に敷地外へ排除するのではなく、居住スペース及び動線の分離等により双方が安心して避難生活を送ることができる環境づくりに努める。
イ　犬の放し飼いの禁止
犬の放し飼いは福島県が定める「犬による危害の防止に関する条例」に違反するほか、他の避難者や動物への危害につながるおそれがあるため認めない。犬は必ずリード等で管理し、飼い主の責任の下で飼育するものとする。
ウ　健康相談等
発災時には、福島県動物愛護センター及び福島県獣医師会等が連携し、被災動物の健康相談や飼育に関する助言を行うため、避難所運営者は必要に応じて関係機関へ相談する。


第４　応急仮設住宅・災害公営住宅でのペットの受入
被災者が普段の暮らしを取り戻すための支援として、応急仮設住宅及び災害公営住宅においては、原則、ペットの受入を認める。

１　ペットの移動手段について
・避難所の再編に伴う二次避難先への移動や応急仮設住宅への入居に際しては、飼い主とペットが可能な限り一緒に移動できるよう配慮する。
・バス等による移動を行う場合、運行事業者等と調整し、飼い主とペットが同時に移動できる方法について検討する。

２　受入対象動物
(1) 受入可能な動物
避難者が飼育している犬や猫などの小型の哺乳類、鳥類、爬（は）虫類であり、以下の条件を満たすものとする。
· 飼い主が責任をもって飼育管理できること。
· 飼い主がケージ、キャリーケース等を用意していること。
· ケージ等を用意していない場合であっても、代替手段により他の避難者や動物に危害を加えない状態で管理できること。
· 基本的なしつけがなされていること。

(2) 受入不可の動物
　次に掲げる動物は受入の対象外とする。
· 特定動物（ワニガメ、ニシキヘビ等）
· 特定外来生物（カミツキガメ等）
· 牛、馬等の大型動物
· 多数の動物や特別な設備が必要な動物等、飼い主による管理が困難な動物
· 野良犬、野良猫等の所有者のいない動物


３　ペットの飼育方法について
原則として室内飼育とする。
（備考）
応急仮設住宅でのペット飼育のルール作りにあたり室内飼育のみとするか、犬の屋外への係留を認めるかについては、応急仮設住宅の立地状況、地域での飼育状況、住民の理解などを考慮する必要があり、住民同士の話し合いで飼育方法を決める場合もある。飼育ルールで多い事例は、「原則として室内飼育」とする方法である。
限られた室内空間で、人とペットが生活するために、室内ではケージでの飼育が望ましい。ただし、ケージでの飼育がしにくい大型犬や元々屋外飼育をしていた犬については、別途、ルールの検討や支援が必要となる場合がある。 

４　住民説明会の実施
応急仮設住宅への入居前に実施する住民説明会において、「仮設住宅におけるペットの飼育ルール」を配布し、ペット飼育者及び非飼育者双方に対し、次の事項について説明を行う。
· ペット飼育ルール 
· 鳴き声、臭気等への配慮事項 
· 動物アレルギーへの配慮 
· 飼い主同士の協力体制
· 苦情・相談窓口 

（備考）
過去の災害対応では、住民説明会においてペット飼育者だけでなく全ての入居予定者に対して飼育ルールや配慮事項を説明したことで、ペットを飼育していない住民の理解が得られやすくなり、入居後のトラブル防止につながった事例が報告されている。

５　ペット飼育状況の情報共有
応急仮設住宅及び災害公営住宅におけるペットの飼育状況について、必要に応じて福島県動物愛護センターへ情報提供する。 
情報提供に当たっては、次の事項を把握することが望ましい。
· 飼育者数
· 動物種
· 飼育頭数
· 健康状態
· 支援物資の必要状況
· ペットに関する苦情やトラブルの発生状況

（備考）
福島県動物愛護センターは、市町村から提供された情報をもとに、飼育管理に関する相談対応の必要性を判断し、関係機関と連携して支援を行う。
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